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Ａ．研究目的 

摂食障害は小児期に発症する精神疾患で、

本邦における頻度は中学生で 0.17~0.40%、

高校生では 0.42~0.56%と言われている 1)。

小児科発症の摂食障害の予後は 60~70%が

完解すると言われているが重篤な身体的、

研究要旨 

【目的】ダイエット行動に影響を及ぼす食事習慣、生活習慣、生活の質などの背景因子について、

アンケート調査を元に解析した。【方法】K 市中学校 2 校の全生徒（754 名）を対象に思春期の

保健課題に関する 44 問のアンケート調査を実施した（平成 30 年 10 月~11 月）。「体重を減らす

ためになにかしようと決めていますか」という設問に対して、学年、性、ボディイメージ、食事

環境、生活環境の背景を検討した。本アンケート調査は久留米大学倫理委員会の承認を得て実施

された（#18188）【結果】体重を減らすためになにかしようと決めている、またはきめようとし

ている率は女子で中 1（31.0%）、中 2（48.3%）、中 3（48.6%）と学年とともにあがり、太って

いると感じている女子は同じく中 1（11.8%）、中 2（16.8%）、中 3（20.8%）と学年で上昇して

いた。同様に女子において自分自身に対する不安を感じている率が学年とともに上昇していた

（（中１）18.7%（中 2）20.7%（中 3）24.5%）。一方男子では、体重を減少させる決意や、太っ

ていると感じることは学年とともに低下していた（6%～3%）。体重を減らすためになにかしよ

うと決めている生徒には、太っていると感じており、朝食を摂らない、家族と食事をしない率が、

体重を減らす行動をしない生徒に比べ率が高かった。また、健康と思えない、不安を感じる、現

在の生活に満足していない、学校が好きでない生徒の率も体重を減らす行動をする生徒におい

て、行動をしない生徒に比べ 2~3 倍高かった。【考察】ダイエット行動に関連している因子とし

て、不適切な食事習慣や生活習慣以外に、自分への不安感、満足感、学校への不適応など

psycho-social な因子も関わっている可能性が示唆された。思春期健診が実施された場合には、

肥満度や BMI (body mass index)-percentile 値に加えて、食事習慣、生活習慣や精神面での背

景因子にも配慮して、不適切なやせの予防を指導していく必要がある。 
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精神的合併症を呈して、青年期、成人期に

自殺のリスクが高まることがある 2-4)。摂食

障害を発症するきっかけは心理社会的要因

を含め様々であるが、痩身を美化する社会

風潮の中、安易な気持ちでダイエットを始

めて、その後食べることに罪悪感や不安を

抱くことで摂食できなくなり、体重が極端

に減少することもある。一方で、摂食障害

までは至らないが、若者の中で不健康なや

せを示す比率が中高生の 20%前後を占めて

おり、その比率は上昇している 5)。不健康

なやせは、不妊症や骨粗鬆症の原因になる

ため、思春期からの適切な保健指導が必要

である。 

しかしながら、思春期の子ども達に適切

な保健指導を行う機会はないのが現状であ

る。毎年実施されている学校検診では身体

発育と運動器や感覚器などの身体機能を診

察することが検診の主体となっている。平

成 28 年度からはスポーツ外傷の予防や運

動量の二極化の問題から学校検診で「四肢

の状態」を実施することが始まった。 

が規定された。一方で思春期は子ども達

が様々なメンタルヘルスの不調を呈する時

期であるにも関わらず、学校検診の中では

その不調をスクリーニングするような体制

は整えられていない。現行では保健教育の

中で心の健康に対する指導が保健体育教諭

から実施されるが、外部講師に委ねられて

いることも少なくない 6)。摂食障害の予防、

健全な食行動の教育をいつ (When)、どこで 

(Where)、誰が (Who) 、何を (What)、どの

ように (How)、実施していくか今後の検討

が重要である。 

今回、K 市内の中学校 2 校（754 名）に対

して、思春期の健康課題（食事習慣、生活

習慣、家族関係、リスク行動）に関する 44

項目のアンケートを実施した。アンケート

の目的は子ども達自身が自ら健康意識をも

つことができるきっかけとすることと、思

春期健診が制定化された時の保健指導のあ

り方を検討するためである。平成 30 年度は

ダイエット行動に影響を及ぼす背景因子に

ついて検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

１．アンケート 

分担研究者の平岩が欧州のHealth Behaviour 

in School-aged Children (HBSC) のアンケー

トと米国の Bright futures のアンケートを参

考にして 44 項目のアンケートを作成した

（表 1）。一部設問を除いて回答は 4 択とし

た（例 1; ①とてもそう思います ②そう思

います ③どちらでもありません ④そう思

いません 例 2；①何度もあります ②あり

ます ③わかりまえせん ④ありません）。 

２．対象者 

K 市内の公立中学校 2 校の全校生徒 754 名

を対象とした（中 1： 291 名、中２：218

名、中 3：229 名、男子 376 名、女子 351 名、

不明 11 名）。市教育委員会に趣旨説明をお

こない、紹介された 2 校の学校長、教職員

にも趣旨説明を実施した。平成 30 年 10 月

～11 月にクラス内で無記名で実施した。 

３．解析項目 

設問 29「体重を減らすためになにかしよう

と決めていますか」に①“決めています”

と回答した群をダイエット行動に関心をも

つ生徒と判断し、学年・性および以下の設

問とのクロス集計を実施した。問 28 自分

は太っていると感じますか 問 30 平日、

毎日朝食をたべますか 問 33 毎日家族の
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大人の人といっしょに夕食を食べています

か 問 3 学校は好きですか 問 4 毎日

友だちとパソコンやスマホでやり取りしま

すか 問 10 自分の健康状態は「よい」「ま

ずまず」ですか 問 20 現在の生活にとて

も満足していますか 問 41 自分がつぶれ

そうなように強く感じたり不安になったり

することがありますか 各々のクロス集計

に関して実数値とパーセントの表を作成し

た（各表の上段は人数を示す。下段は比率

を示す）。 

（倫理面への配慮） 

本研究課題は久留米大学倫理委員会で承

認された（#18188）。 

思春期アンケート  

 

問 1  自分用のスマートフォンを持っていますか 

問 2 家族と一緒に食事をしていますか 

問 3  学校は好きですか 

問 4  毎日友だちとパソコンやスマホでやり取りしますか 

問 5  自分の部屋にテレビかパソコンがありますか 

問 6  話しやすい身近な大人の家族はいますか 

問 7 学校の勉強は「とても」「うまく」いっていますか 

問 8  学校の勉強が負担になっていますか 

問 9  学校の友達は親切で助けてくれますか 

問 10  自分の健康状態は「よい」「まずまず」ですか 

問 11 家族に助けられていると思いますか 

問 12 友だちに助けられていると思いますか 

問 13 自動車に乗るときにシートベルトをしていますか 

問 14 家であなたを怖がらせたりおどしたり傷つけたりする人がいますか 

問 15 学校などであなたを怖がらせたりおどしたり傷つけたりする人がいますか 

問 16 気分の良い時も悪い時もありますが普段と変わりなく生活を楽しんでいますか 

問 17 タバコを吸いますか  

問 18 アルコールを飲みますか 

問 18 お酒を飲む機会がありましたか 

問 20 現在の生活にとても満足していますか 

問 21 週に１度以上健康で気になることがありますか 

問 21a 週に１度以上頭が痛いことがありますか 

問 21b 週に１度以上おなかが痛いことがありますか 

問 21c 週に１度以上きぶんが悪いことがありますか 

問 21d 週に１度以上いらいらすることがありますか 

問 21e 週に１度以上眠れないことがありますか 

問 22 １年以内に３回以上体を使ったけんかをしたことがありますか 

問 23 誰かをこの数カ月でいじめたことがありますか 
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Ｃ．研究結果 

問 28 自分は太っていると感じますか 

   （学年・性別） 

 

 

太っていると感じる子の率は男子では学年とともに低
下している。女子では 11.8%（中 1）, 16.8%（中 2）, 20.8%
（中 3）と学年とともに上昇している。 

 

 

問 29 体重を減らすためになにかしようと決

めていますか（学年・性別） 

 

 

体重を減らすためになにかすると決めている、決めよ
うとしている率は、女子では 31.0%（中 1）, 48.3%（中
2）, 48.6%（中 3）と男子の 3~4 倍を示している。 

男子 女子 男子 女子 男子 女子

　とてもよく思います 10 15 5 19 4 21
　よく思います 20 32 10 30 15 28
　わかりません 50 61 38 46 39 39
　感じません 70 19 49 18 62 13

総計 150 127 102 113 120 101

男子 女子 男子 女子 男子 女子

　とてもよく思います 6.7% 11.8% 4.9% 16.8% 3.3% 20.8%
　よく思います 13.3% 25.2% 9.8% 26.5% 12.5% 27.7%
　わかりません 33.3% 48.0% 37.3% 40.7% 32.5% 38.6%
　感じません 46.7% 15.0% 48.0% 15.9% 51.7% 12.9%

総計 100% 100% 100% 100% 100% 100%

自分は太っていると
かんじますか

中１ 中２ 中３

自分は太っていると
かんじますか

中１ 中２ 中３

男子 女子 男子 女子 男子 女子

 きめています 10 20 6 24 7 15
 きめようとしています 5 20 8 31 9 34
 わかりません 29 27 25 27 17 19
 きめていません 105 62 63 32 88 33

総計 149 129 102 114 121 101

男子 女子 男子 女子 男子 女子

 きめています 6.7% 15.5% 5.9% 21.1% 5.8% 14.9%
 きめようとしています 3.4% 15.5% 7.8% 27.2% 7.4% 33.7%
 わかりません 19.5% 20.9% 24.5% 23.7% 14.0% 18.8%
 きめていません 70.5% 48.1% 61.8% 28.1% 72.7% 32.7%

総計 100% 100% 100% 100% 100% 100%

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

中１ 中２ 中３

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

中１ 中２ 中３

問 24 誰かにこの数カ月でいじめられたことがありますか 

問 25 インターネットやメール、SNS などで１か月に２～３回以上嫌なメッセージを受け

取ったことがありますか 

問 26 毎日１回以上歯磨きをしていますか問 27 この１年に治療を必要とするような「けが」

をしたことがありますか 

問 28 自分は太っていると感じますか 

問 29 体重を減らすためになにかしようと決めていますか 

問 30 平日、毎日朝食を食べていますか 

問 31 毎日果物を食べていますか 

問 32 毎日甘い飲み物（ソフトドリンク）を飲んでいますか 

問 33 毎日家族の大人の人といっしょに夕食を食べていますか 

問 34 家族の大人の人と思春期におきるからだの変化について話したことがありますか 

問 35 おこったときには手を出しますか 

問 36 昔あったいやなことを思い出したりはっきりと覚えていたりしますか 

問 37 何にでも簡単にとりかかることができますか 

問 38 あなたは家族の大人の人とアルコールや薬物について話し合ったことがありますか 

問 39 あなたの家族の大人の人はあなたが良いことをしたり新しいことを覚えたりする

と、ほめてくれますか 

問 40 あなたは家族の大人の人とあなたの家のルールやそれに従わなければいけないこと

について話すことがありますか 

問 41 じぶんがつぶれそうなように強く感じたり不安になったりすることがありますか 

問 42 毎日６０分以上運動をしていますか問 43 平日、毎日２時間以上テレビを見ていますか 
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問 41 自分がつぶれそうなように強く感じたり不

安になったりすることがありますか （学年・性別） 

 

 

自分がつぶれそうなように強く感じたり不安になる率
は女子で高く、その頻度も 18.7%（中 1）, 20.7%（中 2）, 
24.5%（中 3）と学年とともに増加している。 

 

 

 

問 28 自分は太っていると感じますか 

問 29 体重を減らすためになにかしようと決めていますか 

 

 
体重を減らすためになにかしようと決めている人の中
には、自分が太っていると感じている人の率は 33.0%
で、 決めていない人の場合の 3.6%に比べ、約 10 倍高
い。 

 

 

 

 

 

 

問 30 平日、毎日朝食を食べていますか 

問 29 体重を減らすためになにかしようと決めていますか 

 

 
体重を減らすためになにかしようと決めている人の中
には、平日、毎日朝食を食べていない人が 8.0%と、決
めていない人の 2.0%に比べ 4 倍多い。 

 

 

 

問 33 毎日家族の大人の人と一緒に夕食を食べますか 

問 29 体重を減らすためになにかしようと決めていますか 

 

 
体重を減らすためになにかしようと決めている人の中
には、毎日、家族と一緒に夕食たべていない人が 8.0%
と、決めていない人の 3.3%に比べ 2.4 倍多い。 

 

 

 

 

 

 

男子 女子 男子 女子 男子 女子

はい 21 25 11 23 11 25
ときどき 28 42 16 34 26 33

めったにありません 48 34 39 25 35 25
いいえ 53 33 35 29 50 19
総計 150 134 101 111 122 102

男子 女子 男子 女子 男子 女子

はい 14.0% 18.7% 10.9% 20.7% 9.0% 24.5%
ときどき 18.7% 31.3% 15.8% 30.6% 21.3% 32.4%

めったにありません 32.0% 25.4% 38.6% 22.5% 28.7% 24.5%
いいえ 35.3% 24.6% 34.7% 26.1% 41.0% 18.6%
総計 100% 100% 100% 100% 100% 100%

自分がつぶれそうなように
強く感じたり不安になったり

することがありますか

中１ 中２ 中３

自分がつぶれそうなように
強く感じたり不安になったり

することがありますか

中１ 中２ 中３

 きめています 29 28 22 9 88
 きめようとしています 25 48 34 5 112

 わかりません 14 24 97 10 145
 きめていません 14 35 125 218 392

総計 82 135 278 242 737

 きめています 33.0% 31.8% 25.0% 10.2% 100%
 きめようとしています 22.3% 42.9% 30.4% 4.5% 100%
 わかりません 9.7% 16.6% 66.9% 6.9% 100%
 きめていません 3.6% 8.9% 31.9% 55.6% 100%

総計 11.1% 18.3% 37.7% 32.8% 100%

自分は太っているとかんじますか

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

とてもよく
思います

よく
思います

わかりません 感じません

総計

総計

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

自分は太っているとかんじますか

とてもよく
思います

よく
思います

わかりません 感じません

 きめています 60 20 1 7 88
 きめようとしています 75 27 3 7 112

 わかりません 101 31 8 6 146
 きめていません 323 50 15 8 396

総計 559 128 27 28 742

 きめています 68.2% 22.7% 1.1% 8.0% 100%
 きめようとしています 67.0% 24.1% 2.7% 6.3% 100%
 わかりません 69.2% 21.2% 5.5% 4.1% 100%
 きめていません 81.6% 12.6% 3.8% 2.0% 100%

総計 75.3% 17.3% 3.6% 3.8% 100%

総計

平日、毎日朝食を食べていますか

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

かならず
食べます

だいたい
食べます

わかりません 食べません 総計

平日、毎日朝食を食べていますか

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

かならず
食べます

だいたい
食べます

わかりません 食べません

 きめています 46 28 7 7 88
 きめようとしています 56 42 6 9 113

 わかりません 78 44 16 8 146
 きめていません 229 131 21 13 394

総計 409 245 50 37 741

 きめています 52.3% 31.8% 8.0% 8.0% 100%
 きめようとしています 49.6% 37.2% 5.3% 8.0% 100%
 わかりません 53.4% 30.1% 11.0% 5.5% 100%
 きめていません 58.1% 33.2% 5.3% 3.3% 100%

総計 55.2% 33.1% 6.7% 5.0% 100%

総計

毎日、家族と一緒に夕食を食べますか？

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

かならず
食べます

だいたい
食べます

わかりません 食べません

毎日、家族と一緒に夕食を食べますか？

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

かならず
食べます

だいたい
食べます

わかりません 食べません

総計
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問２ 学校は好きですか 

問 29 体重を減らすためになにかしようと決めていますか 

 

 
体重を減らすためになにかしようと決めている人の中
には、学校を好きでない人が 14.8%と、決めていない
人の 4.6%に比べ 3 倍多い。 

 

 

 

問４ 毎日友だちとパソコンやスマホでやり取りしますか 

問 29 体重を減らすためになにかしようと決めていますか 

 

 
体重を減らすためになにかしようと決めている人の中
には、毎日友だちとパソコンやスマホでやり取りして
いると、とてもそう思う人が 42.0%と、決めていない
人の 30.1%に比べ 1.4 倍多い。 

 

 

 

 

 

 

問 10 自分の健康状態は「よい」「まずます」ですか 

問 29 体重を減らすためになにかしようと決めていますか 

 

 
体重を減らすためになにかしようと決めている人の中
で自分の健康状態はよいとは思っていない人が 12.5%
と、決めていない人の 3.0%に比べ 4 倍多い。 

 

 

 

問 20 現在の生活にとても満足していますか 

問 29 体重を減らすためになにかしようと決めていますか 

 

 

体重を減らすためになにかしようと決めている人の中
で自分の生活に満足していない人が 15.9%と、決めて
いない人の 6.6%に比べ 2.4 倍多い。 

 

 

 

 

 

 

 きめています 46 28 7 7 88
 きめようとしています 56 42 6 9 113

 わかりません 78 44 16 8 146
 きめていません 229 131 21 13 394

総計 409 245 50 37 741

 きめています 22.7% 42.0% 20.5% 14.8% 100%
 きめようとしています 17.7% 44.2% 29.2% 8.8% 100%
 わかりません 26.7% 47.3% 18.5% 7.5% 100%
 きめていません 31.7% 46.7% 17.0% 4.6% 100%

総計 27.5% 45.9% 19.6% 7.0% 100%

学校は好きですか？

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

とてもそう
思います

そう
思います

どちらでも
ありません

そう思いま
せん

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

とてもそう
思います

そう
思います

どちらでも
ありません

そう思いま
せん

学校は好きですか？

総計

総計

毎日友だちとパソコンやスマホでやり取りしますか

 きめています 37 25 10 16 88
 きめようとしています 45 39 17 12 113

 わかりません 44 55 19 28 146
 きめていません 119 138 46 92 395

総計 245 257 92 148 742

毎日友だちとパソコンやスマホでやり取りしますか

 きめています 42.0% 28.4% 11.4% 18.2% 100%
 きめようとしています 39.8% 34.5% 15.0% 10.6% 100%
 わかりません 30.1% 37.7% 13.0% 19.2% 100%
 きめていません 30.1% 34.9% 11.6% 23.3% 100%

総計 33.0% 34.6% 12.4% 19.9% 100%

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

とてもそう
思います

そう
思います

どちらでも
ありません

そう思いま
せん 総計

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

とてもそう
思います

そう
思います

どちらでも
ありません

そう思いま
せん 総計

 きめています 30 38 9 11 88
 きめようとしています 29 59 17 8 113

 わかりません 53 62 27 4 146
 きめていません 181 165 37 12 395

総計 293 324 90 35 742

 きめています 34.1% 43.2% 10.2% 12.5% 100%
 きめようとしています 25.7% 52.2% 15.0% 7.1% 100%
 わかりません 36.3% 42.5% 18.5% 2.7% 100%
 きめていません 45.8% 41.8% 9.4% 3.0% 100%

総計 39.5% 43.7% 12.1% 4.7% 100%

総計

自分の健康状態は「よい」ですか

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

とてもそう
思います

そう
思います

どちらでも
ありません

そう思いま
せん 総計

自分の健康状態は「よい」ですか

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

とてもそう
思います

そう
思います

どちらでも
ありません

そう思いま
せん

 きめています 22 38 14 14 88
 きめようとしています 19 57 28 9 113
 わかりません 34 71 35 5 145
 きめていません 112 182 74 26 394

総計 187 348 151 54 740

 きめています 25.0% 43.2% 15.9% 15.9% 100%
 きめようとしています 16.8% 50.4% 24.8% 8.0% 100%
 わかりません 23.4% 49.0% 24.1% 3.4% 100%
 きめていません 28.4% 46.2% 18.8% 6.6% 100%

総計 25.3% 47.0% 20.4% 7.3% 100%

総計

現在の生活にとても満足していますか

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

とても満足し
ています

満足してい
ます

どちらでも
ありません

満足してい
ません 総計

現在の生活にとても満足していますか

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

とても満足し
ています

満足してい
ます

どちらでも
ありません

満足してい
ません
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問 41 自分がつぶれそうなような強く感じた

り不安になったりすることがありますか 

問 29 体重を減らすためになにかしようと決めていますか 

 

 
体重を減らすためになにかしようと決めている人の中
で自分がつぶれそうなような強く感じたり不安になっ
たりすることがある人が 26.1%と、決めていない人の
12.8%に比べ 2 倍多い。 

 

参考資料 1 

 

 

Ｄ．考察 

 本アンケート調査結果から、ダイエット行動

の背景に「太っている（やせたい）」というボ

ディイメージ以外にも、食事習慣を含めた生活

習慣の影響や自分への不安感、満足感、学校へ

の不適応など psycho-social な因子も関わって

いる可能性が示唆された。 

昭和 50 年代の半ばより女性の痩身傾向は顕

著になり参考資料 1 に示すように各年代にお

いて女性の BMI は低下している。一方で男性

の BMI は戦後から現在に至り右肩上がりの状

態である。女性の BMI 低下傾向だけが原因で

はないが、近年、低出生体重児の比率も増えて

いることなどにも影響していると思われる。特

に中高生における不健康なやせ（BMI 18.5 以

下）の比率は中学 3 年生で 19.6%、高校 3 年生

で 20.5%と、摂食障害発症のリスクを備えてい

る状態と思われる 5)。思春期における不健康な

やせが効率であることは、容姿にこだわる安易

なダイエットが心身の不調を呈する摂食障害

に発展する可能性があることを潜めている。ダ

イエットについては男女を問わず健康指標の

ひとつと位置付けられているが、思春期の子ど

もの中でダイエットに強く関心を示す群の食

事習慣や生活習慣について知る事は摂食障害

予防のための保健教育や疾病治療に有益と思

われる。 

 本調査では、女子において明らかに強いダイ

エット願望があり、容姿に関心を示す（太って

いると思う）子どもは、その傾向がない子ども

に比べ太っていると考える率が 10 倍も強かっ

た。さらに朝食を摂らない事や家族と食事を摂

らない傾向がダイエット願望の子どもにはあ

り、日頃の食事習慣について注意を払う必要が

ある。また、パソコンやスマホなどの ICT に

暴露されている時間も長く、ダイエットに関す

る情報を収集していることも示唆された。 

一方で自分がつぶれそうなように強く感じ

たり不安になったりする傾向の子どもにダイ

エット傾向があることは、自分自身に対する自

信をボディイメージに委ねていることも推測

される。あるいは日常生活における漠然とした

不安を抑圧するために代替行動として最も身

近にある自分自身の体に関心を示し不安から

逃避している可能性も示唆される。摂食障害の

子どもは、強い不安症状を呈するほど、重症度

が高く、併存症を伴うことも知られている 8)。 

さらにダイエット行動を示す子どもには、学

 きめています 23 29 18 18 88
 きめようとしています 32 38 22 21 113

 わかりません 21 38 53 30 142
 きめていません 50 75 114 153 392

総計 126 180 207 222 735

 きめています 26.1% 33.0% 20.5% 20.5% 100%
 きめようとしています 28.3% 33.6% 19.5% 18.6% 100%
 わかりません 14.8% 26.8% 37.3% 21.1% 100%
 きめていません 12.8% 19.1% 29.1% 39.0% 100%

総計 17.1% 24.5% 28.2% 30.2% 100%

総計

自分がつぶれそうなように強く感じたり
不安になったりすることがありますか

自分がつぶれそうなように強く感じたり
不安になったりすることがありますか

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

はい ときどき
めったに

ありません
いいえ 総計

体重を減らすためになにか
しようと決めていますか

はい ときどき
めったに

ありません
いいえ
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校を好きになれない率が高く、生活に満足でき

ない、あるいは不健康な状態であると認知して

いる率もダイエット行動に関心を示さない子

どもに比べ 2~3 倍高くなっていた。両者の関係

について考察することは推測の域を超えない

が、上述の不安意識と同様に、自己効力感や自

尊感情の低下、孤立感をダイエット行動で代償

していることも示唆される。思春期のダイエッ

ト行動には、痩身願望以外にも生活上における

psycho-social な脆弱性因子の関与も考えられ

た。 

 本調査の限界は、被験者の身長や体重の測定

を実施していないため、肥満傾向や痩身傾向と

ダイエット願望およびその背景の関連がわか

らないことや、多変量解析を実施していないた

め、どの要因が最もダイエット行動と関連して

いるのか不明である。また背景因子については

男女別で解析していないため、因子の抽出につ

いて再検討する必要がある。 

  

Ｅ．結論 

 思春期の子どもの不健康なやせの率の改善、

摂食障害罹患の予防には、ダイエット行動に対

する適切な保健指導が実施できる場の確保が

必要である。その際に、ダイエット行動に関連

している因子として、痩身願望、不適切な食事

習慣や生活習慣以外に、自分への不安感、満足

感、学校への不適応など psycho-social な因子

も関わっている可能性があることを、保健指導

を実施する立場の者は留意して置く必要があ

ると思われた。 
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